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すことが分かり、2013 年 7 月にカネボウ化粧品が自主回収を発表した [6]。これによ
り、店頭のカネボウ製品の売上高は 2 割減の状態が続き、親会社の花王は慰謝料の支払




は回復している（図 1-1, 図 1-2）。花王は 2007 年にルナソルやキッカをはじめとした
化粧品ブランドを有するカネボウ化粧品を買収したため売上が一時的に増加している。そ
の後 2011 年に白斑問題があったものの、売上の大きな減少は見られていない。先述のよ













図 2-1 花王の売上高推移 1 
 
 
図 2-2 花王コンシューマープロダクツ・ビューティケア事業の売上高の推移 2 
                                                     
1 白斑問題が発覚した直後の 2012 年に花王の決算期が変更されている。そのため、表の






































図 2-3 ブランドエクイティ論を基に筆者作成 
 
1. ブランド認知  「ブランドが認知されている度合い。」 
2. 知覚品質   「ブランドに対して、生活者が認知している品質。」 
3. ブランドロイヤリティ ブランドに対して感じる「愛着の度合い」 































中でも VoCE のブランドランキングを使用した [9]。VoCE はランキングの算出期間が他
サイトよりも比較的⾧く、美容のプロが編集しているため信頼度が高い。ランキングは図 




















は k 年にランキング１位～3 位に掲載 された回数であり、n௞は k 年にランキング付
けされた部門の数を示し、このスコアS௞が高いと ランキング上位に掲載された回数が多




図 3-2 クラスター分析に用いたランキング変化率のデータ 
 
参考に、カネボウ化粧品が保有する化粧品ブランドのランキング推移を積上げて図 3-2
に示した。リーマンショックが起きた 2009 年と不祥事が起きた 2013 年の翌年に全体的に
下がっていることが分かり、その後ランキングは全体的に回復している。 
 
図 3-3 カネボウ化粧品が保有する化粧品ブランドの積上げランキング推移 
  
1 年度 2008 2009 2010 2013 2014 2015
2 クレドポーボーテ 2.339286 -0.31818 -0.99999 -0.0625 -0.99998 0
3 SHISEIDO 0 196427.6 -0.63636 -0.99999 0 0
4 エリクシールシュペリエル 0 62499 -0.99998 0 62499 0.882353
5 エリクシールホワイト 0 0 0 0 0 0
6 マキアージュ -0.99999 133927.6 -0.99999 0.75 -0.99999 183822.5
7 HAKU -0.99999 71427.57 -0.125 62499 -0.99998 124999
8 インテグレート 0 0 0 -0.99999 0 0
9 リバイタルグラナス 0 0 71427.57 0 0 0

























90 THREE 0 0 133927.6 2.62069 -0.19643 -0.09412
91 RMK -0.79688 4.142857 0.055556 -0.09483 0.571429 -0.08289
92 ナチュラビセ 0 62499 -0.99998 0 0 0







また図 3-4 からも分かる通り、同年に国内化粧品の売上が落ち込んでいることが分かる。 
 
図 3-4 日本の実質の消費動向指数 [10] 
 
 
















R での分析に使用したコードは図 4-1 に記す。 
 





階層的クラスター分析の結果、図 4-2 のデンドログラムを得た。大きく 4 つのグループ
に分類することができる。 
 
































図 4-3 SK-II のブランドランキング掲載例 4 
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